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Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

快適で魅力あるまちづくり
（②交通ネットワークの構
築）

新市の一体性
の速やかな確
立

本文P30の1行目
（新市の均衡あ
る～）

（道路整備について）
　県道三木宍粟線（県道23号）の国道昇格の推進
　主要地方道である県道三木宍粟線（県道23
号）の整備を積極的に推進すること
（うすづく～四辻間の道路整備(自・歩道)等)

（審議日：第２回～　）

☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ○ ○ ○

　

　四辻～三森間の自・歩道については、当面事業化の
予定はなく、引き続き県への要望活動を行う

（③快適な都市基盤の整
備）

均衡と調和あ
る都市発展

本文P30の24行目
（下水道につい
ては～）

（下水道整備事業について）
　安富全町域での下水道整備の早期実施

（審議日：第２回～）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現状
　H24年度公共下水道への接続可能な区域について、自
治会単位に説明会を開催した。接続開始時期はH32年度
以降の見込み
　北の台のコミプラへの接続工事はH27年度からの予定

地域資源の有
効活用による
活性化

本文P31の18行目
（市民の緑化に
対する意識の高
揚～）

（地区推奨の花の伝承と花の名所づくり）
　あじさいの適切な管理
　（あじさいの里・あじさい公園・中国道法面）

（審議日：第２回～）

× × ○ ○ × × × × ○
　あじさいの植栽されている箇所については、草刈、
剪定、施肥、清掃等を実施している。今後とも適切な
管理に努めていく。

均衡と調和あ
る都市発展

本文P31の14行目
（魅力ある新市
のまちづくり
～）

(地域特性をいかした魅力ある都市空間の創出
について）
　事務所周辺(安富地域中心部)に住民が安心し
て集い、ふれ合える公園の整備
　（あじさいの植栽とは、切り離して考える）

（審議日：第２回～）

× × × × ○ × × × ×

(H22年度答申に係る取り組み報告)
　公園整備については、都市計画を受けた公園の整備
を優先しており限られた財源を活用しながら実施して
いる。既存計画の整備が急がれる中、新たな公園整備
については慎重に検討していくものと考えている。

均衡と調和あ
る都市発展

本文P31の18行目
（市民の緑化に
対する意識の高
揚～）

(景観形成事業の推進について）
　市道、県道の法面の草刈作業への支援

（審議日：第２回～）

× × × × × × × × ×
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（④魅力ある都市空間の創
出）
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健やかで安心して暮らせる
まちづくり
（②あたたかい福祉の向
上） 新市の一体性

の速やかな確
立

本文P33の29行目
（子どもが心身
ともに～）

（あたたかい福祉の向上について）
こども園の計画通りの着実な実施

（審議日：第２回～）

☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ × ○
　H27年度に事務所周辺において用地取得に着手。H28
年度に造成工事、H29年度に建築工事を実施し、H30年
春の開設を予定している。

（④安全・安心のまちづく
り）

均衡と調和あ
る都市発展

本文P35の2行目
（防災体制の充
実～）

（安全・安心のまちづくりについて）
①防災意識の啓発と更なる防災体制の充実と総
合的な防災体制の推進
②地域防災力を高める為の訓練等の実施
③急傾斜地の崩壊防止策など自然環境の防災化

（審議日：第２回～）

☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ○
③防災対策工事(長野)、災害復旧工事(安志、杤原、
関)、流末整備工事(杤原)、河川改修(うすずく川、重
光川、竹川、下早柏川)、環境対策育林事業を継続実施
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未来を担い文化を育むまち
づくり
（①生涯学習の充実）

新市の一体性
の速やかな確
立

本文P37の8行目
（市民の多様な
ニーズに～）

（生涯学習の充実について）
公民館網の整備
（閉所された安富北保育所を安富公民館の分室
として有効活用）

（審議日：第２回～）

☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ × ×

播磨の中核都
市・姫路のさ
らなる発展

本文P40の3行目
（新市が播磨の
中核都市として
～）

（地域産業の振興・育成について）
　若者の定住化促進、企業誘致

（審議日：第２回～）

☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ × ○

市に総合的な窓口を設置し、工場立地のための奨励
金、低利融資優遇措置などの活用や企業立地ガイド、
プロモーションビデオなどを活用し、企業の誘致活動
に努めている。また、工場用地ライブラリーの充実を
図り誘致活動に努めている。

均衡と調和あ
る都市発展

本文P40の14行目
（消費者ニーズ
に対応した農産
物の生産～）

（地域産業の振興・育成について）
　有害獣の駆除の取り組みの実施

（審議日：第２回～）

× × × × ○ ○ ○ × ×

　地元と行政や猟友会が一体となり被害の防止に取り
組むことが必要不可欠である。鳥獣害防止総合対策推
進事業、特定外来生物被害対策事業、有害鳥獣捕獲等
業務委託、シカ捕獲実施隊編成支援事業、シカ緊急捕
獲拡大事業、有害鳥獣侵入防止策設置事業を実施す
る。

4

産業の振興と活力あふれる
まちづくり
（①産業・経済のさらなる
振興）

2
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